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2はかる　No.146

［
は
じ
め
に
・
第
３
期
知
的
基
盤
整

備
計
画
］

平
素
よ
り
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
の
計
量
に
係

る
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

す
で
に
多
く
の
方
に
と
っ
て
ご
存
知

の
こ
と
で
す
が
、
令
和
３
年
に
産
業
構

造
審
議
会
産
業
技
術
環
境
分
科
会
知
的

基
盤
整
備
特
別
小
委
員
会
・
日
本
産
業

標
準
調
査
会
基
本
政
策
部
会
知
的
基
盤

未
来
を
創
る知的

基
盤
整
備
計
画

整
備
専
門
委
員
会 

合
同
会
議
（
以
下
、

知
的
基
盤
整
備
合
同
会
議
）
に
て
、
第

３
期
知
的
基
盤
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
知
的
基
盤
は
計
量
標
準
・
計

測
、
微
生
物
遺
伝
資
源
、
地
質
情
報
の

３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
産
総
研
計
量

標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
策
定
に
関

与
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
計
量
標
準
・
計
測
分
野
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
策
定
さ
れ
て
か
ら
１
年
経

過
し
、
第
３
期
整
備
計
画
に
つ
い
て
知

的
基
盤
整
備
合
同
会
議
で
そ
の
進
捗
に

つ
い
て
確
認
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、最
後
に
少
し
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

［
策
定
過
程
］

計
量
標
準
・
計
測
分
野
の
第
２
期
知

的
基
盤
整
備
計
画
は
当
初
令
和
４
年
度

ま
で
あ
り
ま
し
た
が
、
微
生
物
遺
伝
資

源
、
地
質
情
報
の
計
画
期
間
と
合
わ
せ

る
た
め
、
第
２
期
の
計
画
を
令
和
２
年

度
で
終
了
と
し
ま
し
た
。
第
３
期
の
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
令
和
２
年
に

知
的
基
盤
整
備
合
同
会
議
の
下
に
、
日

高
邦
彦
東
京
大
学
名
誉
教
授
を
委
員
長

と
し
て
新
た
な
知
的
基
盤
整
備
計
画
に

関
す
る
検
討
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
下
に
先
に
述
べ
た
知
的

基
盤
３
分
野
毎
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
分
野
ご
と
に
検
討
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
計
量
標
準
・
計
測
分
野

に
つ
い
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
計
量

機
器
工
業
連
合
会
（
計
工
連
）
小
島
孔

専
務
理
事
が
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
座
長

を
務
め
、
同
分
野
の
第
３
期
整
備
計
画

案
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
小
島
専
務
理

事
の
ご
尽
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。計

量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

所
内
に
第
３
期
整
備
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
物
理
標
準
と
標

準
物
質
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

い
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
た
た
き
台
を
作

成
す
る
な
ど
、
計
画
策
定
に
携
わ
り
ま

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
計量標準総合センター計量標準普及センター
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3 はかる　No.146

し
た
。

［
第
３
期
知
的
基
盤
整
備
計
画
の
ポ

イ
ン
ト
］

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
的
に
生
み

出
す
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
意
識
し
、
知
的
基
盤

整
備
に
つ
い
て
も
民
間
経
済
の
活
力
を

積
極
的
に
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
観
点
か
ら
、
整
備
の
意
義
や
出

口
を
明
確
化
し
ま
し
た
。
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る

か
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
で
、
単
な

る
個
別
分
野
の
計
画
の
積
み
上
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
ま
し
た
。

特
に
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
経
済
低
迷
か
ら
の
復
興

や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
たC

O
2

削
減
対
策
な
ど
、

世
界
規
模
で
の
危
機
を
回
避
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
等
、
種
々
の
社
会

課
題
の
喫
緊
性
に
合
わ
せ
て
優
先
順
位

を
検
討
し
、
整
備
の
加
速
化
・
重
点
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

同
分
野
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
健

康
・
長
寿
、
食
・
文
化
、
環
境
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
防
災
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

共
通
基
盤
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
て
、

２
０
２
１
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の

期
間
に
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
経
済
産
業
省

の
同
合
同
会
議
の
審
議
会
資
料
と
し
て

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
加
速
度
的
に
検
討
が

進
ん
で
い
る
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
戦
略
検

討
を
考
慮
し
、
簡
便
な
手
続
の
実
現
や

使
い
勝
手
が
良
く
国
際
的
信
頼
性
の
高

い
デ
ー
タ
等
の
整
備
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
計
量
標
準
・
計
測
分
野
に
お
い

て
も
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

今
回
の
策
定
の
方
向
性
に
関
し
て
注

目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
整
備
に
際
し

て
国
内
関
係
機
関
の
連
携
強
化
や
民
間

投
資
を
呼
び
込
む
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成

の
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
計
量
標
準
・
計

測
分
野
の
知
的
基
盤
を
長
期
的
に
強
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
（
図
参
照
）。

［
１
年
後
の
進
捗
］

計
画
が
策
定
さ
れ
て
１
年
が
経
ち
、

そ
の
進
捗
が
２
０
２
２
年
３
月
15
日
に

開
か
れ
た
知
的
基
盤
整
備
合
同
会
議
に

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
計
量
標
準
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
医
療
用
リ
ニ
ア
ッ
ク

か
ら
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子
線
に
対
す

る
水
吸
収
線
量
標
準
や
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
規

制
等
に
有
用
な

標
準
物
質
の
開

発
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
ま

す
。普

及
啓
発
の

取
組
に
つ
い
て

も
、
計
量
標
準

に
係
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
コ
ン

テ
ン
ツ
拡
充
や

講
演
会
等
の
ラ

イ
ブ
配
信
に
計

量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー
と
し
て

力
を
入
れ
た
こ

と
を
報
告
し
ま

し
た
。
特
に
令

和
４
年
１
月
下

旬
に
開
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
成

果
報
告
会
で

は
、
ト
ピ
ッ
ク

紹
介
を
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
こ
と
で
、
視

聴
い
た
だ
け
る
方
が
大
幅
に
増
え
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
効
果
的
に
使

う
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

［
お
わ
り
に
］

本
整
備
計
画
の
策
定
に
お
き
ま
し
て

は
、
計
工
連
様
を
始
め
と
し
て
多
く
の

関
係
機
関
が
関
わ
っ
て
お
り
、
日
本
全

体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。
計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー

と
し
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
の
皆
様
と

協
力
し
、
計
量
標
準
・
計
測
分
野
の
知

的
基
盤
整
備
に
こ
れ
ま
で
同
様
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
計
量
標
準
の
一
層

の
利
活
用
促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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方
針我

が
国
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
厳
し
い
状
況

で
あ
っ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
対
策
に
よ
り
、
徐
々

に
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
中
で
、内
閣
府
、

日
本
銀
行
な
ど
の
景
気
予
測
に
よ
る

と
、
生
産
用
機
械
産
業
、
自
動
車
産
業
、

半
導
体
設
備
投
資
産
業
を
中
心
に
生
産

額
は
前
年
比
を
上
回
り
、
回
復
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。

世
界
経
済
に
つ
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
る
製
品
需
要
不
足
か
ら
一
転
、

急
激
な
需
要
回
復
に
よ
る
製
品
供
給
不

足
と
な
り
、
需
要
が
増
大
し
て
い
る
電

子
部
品
及
び
半
導
体
製
品
な
ど
は
、
深

刻
な
受
注
残
を
抱
え
、
各
産
業
界
で
の

生
産
納
期
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

加
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
よ
る

国
際
情
勢
の
不
安
も
重
な
り
、
今
後
の

景
気
動
向
が
読
め
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

計
量
・
計
測
機
器
業
界
も
様
々
な
機

種
に
採
用
さ
れ
る
電
子
部
品
が
入
手
困

難
と
な
る
等
の
影
響
を
受
け
、
深
刻
な

納
期
問
題
に
直
面
し
て
い
る
が
、
全
体

と
し
て
需
要
は
前
年
比
を
上
回
り
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
生
産
数
ま
で
回
復
す
る
傾

向
に
あ
る
。

こ
の
状
況
下
で
我
が
国
の
モ
ノ
づ
く

り
に
お
け
る
戦
略
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ

る
デ
ジ
タ
ル
通
信
技
術
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
施
策
や

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
技
術
な
ど
の
積
極

的
な
後
押
し
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

加
速
す
る
様
々
な
技
術
革
新
に
よ
り

計
量
・
計
測
機
器
業
界
は
、
計
量
計
測

の
重
要
性
を
通
じ
て
「
市
場
に
い
か
な

る
付
加
価
値
を
提
案
で
き
る
か
。」
と

い
っ
た
対
応
が
よ
り
重
要
と
な
り
、
継

続
的
に
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
会
の
２
０
２
２
年
度
事

業
で
は
、
技
術
開
発
力
強
化
に
よ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
、
市
場
開
拓
に

む
け
た
付
加
価
値
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
、
国
際
競
争
力
確
保
の
た

め
の
標
準
化
事
業
の
３
つ
の
事
業
を
中

心
に
据
え
、
会
員
各
社
の
要
望
に
対
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
行
う
。

計
工
連
は
今
年
で
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
。
計
量
・
計
測
機
器
事
業
関
係
者

及
び
会
員
企
業
の
皆
様
の
多
大
な
協
力

や
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
事

に
深
く
に
感
謝
し
、
皆
様
の
発
展
、
繁

栄
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
で
き
る
よ

う
事
業
を
推
進
す
る
。

事
業

１
．
技
術
開
発
に
係
る
事
業

⑴
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
係
る
活
用
研
究

計
量
計
測
機
器
は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ 

に
お
け
る
セ
ン
サ
と
し
て
の
活
用
が
期

待
さ
れ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の

重
要
な
役
割
を
担
う
事
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
５
Ｇ

を
テ
ー
マ
に
、
計
量
計
測
機
器
と
の
組

み
合
わ
せ
に
係
る
施
策
の
概
要
、
取
組

み
の
方
向
性
、
活
用
事
例
等
の
調
査
研

究
を
行
い
、
計
量
計
測
機
器
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
会
員
企
業
の
技
術
開

発
に
資
す
る
。

今
年
度
は
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
先
進

各
国
の
企
業
や
機
関
の
情
報
収
集
を
図

り
、
活
用
事
例
の
調
査
研
究
を
行
な
う

と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で
情
報
発
信

を
行
う
。

⑵
新
技
術
導
入
・
活
用
に
係
る
セ
ミ
ナ

ー
、
講
演
会
等
の
開
催

多
様
化
す
る
計
量
計
測
ニ
ー
ズ
や
技

術
革
新
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
産
業

分
野
で
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

情
報
・
通
信
技
術
、
新
材
料
等
々
の
導

入
・
活
用
に
つ
い
て
、
学
識
者
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
を
開
催
し
、
会
員

企
業
の
新
技
術
導
入
や
活
用
に
資
す

る
。今

年
度
は
、「
安
心
・
安
全
な
環
境

作
り
に
求
め
ら
れ
る
計
測
技
術
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
健
康
生
活
に
お
け
る
環
境

技
術
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
保
全
、
低

炭
素
、
省
エ
ネ
に
関
わ
る
設
備
な
ど
の

事
業
環
境
ま
で
、
セ
ン
サ
や
計
測
機
器

に
関
連
す
る
技
術
を
探
っ
て
行
く
。

⑶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
係
る
産
業
へ
の
対
応

多
く
の
企
業
が
取
り
組
み
を
開
始
し

て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
係
る
施
策
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
い
、
計
量
計
測
機
器

産
業
に
求
め
ら
れ
る
新
た
な
計
測
技

術
、
計
測
機
器
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
う
。

今
年
度
は
、「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
や
グ
リ
ー
ン
活
動
、
省
エ
ネ

対
策
」
等
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演

会
を
行
う
。

一般社団法人 日本計量機器工業連合会
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⑷
製
品
・
技
術
開
発
の
た
め
の
産
学
官

連
携
に
係
る
調
査
研
究

経
済
活
動
が
再
開
す
る
中
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
企
業
間
競
争
は
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
、
競
争
力
強
化
の
た
め
に
は

独
自
技
術
・
製
品
を
持
つ
こ
と
や
付
帯

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
次
の
内
容
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
会
員
企
業
の
技
術
開

発
に
資
す
る
。

・
大
学
、
研
究
機
関
等
が
所
有
す
る
計

量
計
測
に
係
る
研
究
内
容
、
成
果
、

共
同
開
発
事
例
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
、
共
同
研
究
実
績
等
の
情

報
交
換
等
、
研
究
者
と
交
流
す
る
こ

と
で
、
会
員
企
業
の
技
術
開
発
を
支

援
す
る
。

・IN
T

E
R

M
E

A
S

U
R

E

の
ア
カ
デ
ミ

ー
プ
ラ
ザ
に
参
加
し
た
大
学
、
大
学

院
及
び
関
連
研
究
所
と
の
研
究
交
流

事
業
を
実
施
す
る
。

⑸
計
量
器
校
正
技
術
に
関
す
る
調
査
研

究質
量
（
は
か
り
）、
ピ
ペ
ッ
ト
（
液

体
微
量
体
積
計
）
の
校
正
・
検
査
技
術

に
係
る
研
究
会
を
設
置
し
、
計
量
標
準

の
供
給
技
術
の
開
発
、
規
格
の
整
備
及

び
普
及
並
び
に
計
量
標
準
供
給
事
業
で

発
生
す
る
課
題
の
解
決
に
資
す
る
。

２
．
規
格
の
作
成
と
普
及
に
係
る
事
業

⑴
国
際
法
定
計
量
機
関
（
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
）

勧
告
審
議
調
査
及
び
普
及
活
動

特
定
計
量
器
の
技
術
基
準
は
、
国
際

規
格
で
あ
る
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
勧
告
と
の
整
合

化
を
図
る
こ
と
が
国
際
競
争
力
を
確
保

す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め

規
格
の
策
定
作
業
を
行
う
国
際
会
議
に

積
極
的
に
出
席
し
、
協
議
状
況
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
我
が
国
意
見
の
反

映
を
図
る
。

今
年
度
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
勧
告
内
容
の

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
技

術
の
活
用
に
係
る
技
術
研
究
会
等
を
開

催
す
る
。

⑵
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
規
格

策
定
へ
の
参
画

Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
内
審
議
団
体
と
し
て
、
技
術

委
員
会
及
び
小
委
員
会
で
日
本
意
見
を

取
り
ま
と
め
、
国
際
会
議
で
の
我
が
国
の

意
見
反
映
に
努
め
る
。
ま
た
関
係
諸
国
の

動
向
を
把
握
し
、
情
報
発
信
を
行
う
。

⑶
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
に
関
す
る
事
業

①
次
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
つ
い
て
委
員
会

を
設
置
し
て
改
正
原
案
等
の
作
成
を

行
う
。

改
正
原
案
の
作
成

・JIS B
8572-1

燃
料
油
メ
ー
タ
ー　

取

引
又
は
証
明
用
（
自
動
車
等
給
油
メ

ー
タ
ー
）

・JIS
 T

1140

電
子
体
温
計

②
既
存
Ｊ
Ｉ
Ｓ
改
正
に
向
け
た
事
前
検
討

・JIS
 B

8572-2

燃
料
油
メ
ー
タ
ー
取

引
証
明
用
（
小
型
車
載
）

・JIS
 B

8572-4

燃
料
油
メ
ー
タ
ー
取

引
証
明
用
（
定
置
、大
型
車
載
、簡
易
）

③
Ｊ
Ｉ
Ｓ
改
正
に
向
け
た
関
係
機
関
と

の
協
議

・JIS
B

7607

自
動
捕
捉
式
は
か
り

・JIS
B

7604

充
塡
用
自
動
は
か
り

・JIS
B

7603

ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル

・JIS
B

7525-1

密
度
浮
ひ
ょ
う

⑷
密
封
度
の
信
頼
性
向
上
に
関
わ
る
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｆ
規
格
策
定
に
向
け
た
検
討
会

製
品
の
外
装
や
容
器
に
お
け
る
密
封

度
に
お
い
て
は
、
明
確
な
検
査
基
準
が

な
い
た
め
、
各
社
が
独
自
基
準
に
基
づ

き
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
品
質
の
均
一
化
を
目
的

に
検
査
基
準
及
び
そ
の
評
価
方
法
を
策

定
す
る
た
め
の
検
討
会
を
開
催
す
る
。

具
体
的
に
は
、「
密
封
（
製
品
）
検
査

用
参
照
試
験
片
の
評
価
方
法
及
び
使
用

方
法
」
に
つ
い
て
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
規
格
化
の

検
討
を
行
う
。

３
．
需
要
拡
大
に
向
け
た
事
業

⑴IN
TER

M
EA

S
U

R
E 2022

（
第
30

回
計
量
計
測
展
）
の
開
催

今
回
か
ら
「
は
か
る
・
調
べ
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
と
い
う
総
称
を
冠
し
、
第
11 

回
総
合
検
査
機
器
展
、S

E
N

S
O

R
 

E
X

P
O

 JA
P

A
N

 2022

、S
U

B
S

E
A

 
T

E
C

H
 JA

P
A

N
 2022

と
４
展
合
同

で
開
催
し
、
よ
り
多
く
の
製
品
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
会
員
生
産
品
の

需
要
拡
大
に
資
す
る
。

会　
　

期　

 

２
０
２
２
年
９
月
14
日

（
水
）
〜
16
日
（
金
）

会　
　

場　

 

東
京
国
際
展
示
場
（
東

京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
）
西

展
示
棟

テ
ー
マ　

 「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｕ
と
創
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
」

２
０
１
８
年
度
か
ら
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
た
め
、
実
行
委
員
会
で
は
対

面
形
式
で
の
展
示
会
実
現
に
向
け
て
検

討
し
、
多
く
の
参
加
企
業
、
来
場
者
に

魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
企
画
展

示
等
を
行
う
。

⑵
計
量
計
測
機
器
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
拡
充
と
同
総
覧
の
頒
布

２
０
２
１
年
度
に
作
成
し
た
計
量
計

測
機
器
総
覧
２
０
２
２
／
２
０
２
３
年

版
の
計
工
連
Ｈ
Ｐ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
更
新

を
行
い
、
広
く
内
外
の
ユ
ー
ザ
ー
、
研

究
機
関
等
へ
最
新
の
計
量
計
測
製
品
・

技
術
情
報
を
国
内
外
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
発

信
し
、
需
要
の
開
拓
に
努
め
る
。

⑶
広
報
宣
伝
誌
「
は
か
る
」
―
計
量
計

測
―
の
刊
行

広
報
宣
伝
誌
「
は
か
る
︱
計
量
計
測

︱
」
を
年
４
回
刊
行
し
、
計
量
計
測
機

器
ユ
ー
ザ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

ま
た
、
同
広
報
誌
の
掲
載
コ
ン
テ
ン

ツ
、
編
集
方
法
に
つ
い
て
広
報
委
員
会

で
検
討
を
開
始
す
る
。

⑷
計
量
計
測
機
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
・
出
版

計
量
計
測
機
器
の
適
切
な
選
定
と
最 INTERMEASURE 2022　ポスター
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適
な
使
用
、
保
守
管
理
に
資
す
る
た
め

関
連
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
編
集
を
行

う
。

・
今
年
度
は
「
流
量
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
編
纂
作
業
の
た
め
の
編
集
委
員
会

を
設
置
し
、
検
討
を
開
始
す
る
。

⑸
計
量
計
測
機
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
頒

布会
員
各
社
が
協
力
し
て
作
成
し
た
、

は
か
り
、
流
量
計
、
レ
ベ
ル
計
及
び
健

康
管
理
用
計
測
機
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
計

量
計
測
機
器
に
係
る
規
格
類
を
頒
布

し
、
ユ
ー
ザ
ー
各
位
の
計
量
計
測
機
器

の
最
適
な
使
用
、
保
守
・
管
理
及
び
適

切
な
機
器
選
定
等
に
資
す
る
。

・
自
動
は
か
り
に
関
す
る
基
本
原
理
・

構
造
、
選
定
か
ら
試
験
方
法
、
検
査

方
法
ま
で
を
取
り
ま
と
め
た
「
自
動

は
か
り
｜
正
し
い
使
い
方
と
検
査

｜
」
の
頒
布
を
行
う
。

 （
頒
布
は
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら

開
始
し
、
９
月
の
展
示
会
に
お
い
て

も
行
う
。）

４
．
市
場
動
向
等
調
査
研
究
に
係
る
事

業
⑴
計
量
計
測
機
器
の
需
要
動
向
調
査

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

材
料
・
化
学
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
等
の
産

業
で
成
長
が
見
込
ま
れ
る
特
定
の
産
業

を
取
り
上
げ
て
、
計
量
計
測
機
器
と
の

係
り
、
需
要
動
向
を
調
査
把
握
し
、
市

場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
計
量
計
測
機

器
や
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
に
資
す
る
。

今
年
度
は
、
計
量
計
測
に
係
る
「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
」
を
選
定
し
、
計
量

計
測
機
器
の
需
要
動
向
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
す
る
。

⑵
海
外
の
計
量
計
測
機
器
市
場
・
投
資

環
境
等
動
向
調
査

経
済
成
長
著
し
い
国
や
地
域
の
市

場
、
流
通
、
技
術
、
投
資
環
境
、
計
量

標
準
及
び
法
定
計
量
制
度
等
の
実
態
調

査
を
行
い
、
計
工
連
Ｈ
Ｐ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
更
新
す
る
。

調
査
に
あ
た
り
、
可
能
な
範
囲
で
調

査
団
を
派
遣
す
る
な
ど
し
、
派
遣
が
困

難
な
場
合
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、
会
員
各
社
の
海
外
市
場
の
開
拓
、

進
出
を
支
援
す
る
。

今
年
度
中
の
訪
問
調
査
が
可
能
な
場

合
は
、
一
昨
年
か
ら
延
期
し
て
い
る
ト

ル
コ
の
調
査
を
実
施
す
る
。

５
．
計
量
制
度
に
係
る
調
査
研
究
事
業

⑴
指
定
検
定
機
関
認
定
制
度
へ
の
対
応

指
定
検
定
機
関
認
定
制
度
で
、
指
定

に
必
要
な
手
続
き
等
に
関
す
る
情
報
収

集
を
図
る
と
と
も
に
関
連
会
員
に
対
し

情
報
提
供
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
制
度
変
更
に
伴
う
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
新
旧
対
比
表
作
成
な
ど

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
。

⑵
自
動
は
か
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
普
及
活
動

本
会
で
は
、
自
動
は
か
り
が
計
量
法

の
特
定
計
量
器
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
自
動
捕
捉
式
は
か
り
、
充
塡
用
自

動
は
か
り
、
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
コ
ン

ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル
の
４
機
種
そ
れ
ぞ
れ
の
構

造
・
技
術
要
件
を
規
定
し
て
い
る
関
連

Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
、
周
知
・
普
及
を
図
る
。

ま
た
、
今
後
の
政
省
令
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

改
正
に
合
わ
せ
、
検
定
で
使
用
す
る
技

術
要
件
、
検
査
基
準
及
び
検
査
方
法
等

の
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

⑶
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
検
定
用
疑
似

材
料
の
開
発
、
作
成
に
係
る
検
討

自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
型
式
承
認
、

検
定
及
び
自
主
検
査
で
使
用
す
る
疑
似

材
料
に
つ
い
て
、
本
会
内
に
Ｗ
Ｇ
を
設

置
し
、
検
討
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

今
年
度
は
、
政
令
改
正
に
よ
る
仕
様

変
更
等
を
含
め
、
指
定
検
定
機
関
や
製

造
事
業
者
及
び
自
動
は
か
り
使
用
者
が
、

自
主
検
査
の
際
に
利
用
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
疑
似
材
料
の
検
討
を
行
う
。

６
．
高
度
化
に
係
る
事
業

⑴
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
を
通
じ
た
研

修
事
業
の
拡
大

次
に
示
す
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修

及
び
講
演
会
事
業
を
通
じ
会
員
各
社
の

労
務
対
策
、
人
材
育
成
及
び
基
礎
技
術

力
強
化
活
動
を
支
援
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
に
あ
た
り
、
会
員

意
見
を
反
映
す
る
。

・
経
営
・
人
事
管
理
、
人
材
育
成
策
等

の
研
究
セ
ミ
ナ
ー

・
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
ス
キ
ル
等
の
習
得

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

・
輸
出
手
続
き
等
に
係
る
勉
強
会

・
中
堅
・
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た
、

は
か
り
、
流
量
計
、
レ
ベ
ル
計
等
に

係
る
技
術
基
礎
講
習
会

・
計
量
法
解
説
講
習
会

・
新
規
又
は
改
訂
Ｊ
Ｉ
Ｓ
解
説
関
連
の

た
め
の
講
習
会

・
国
際
規
格
関
連
（
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
）
解
説
セ
ミ
ナ
ー

・
法
定
計
量
に
関
わ
る
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
人
材
確
保
に
係
る
合
同
会
社
説
明
会

の
開
催

当
業
界
へ
就
職
を
希
望
す
る
理
工
系

学
生
へ
の
業
界
Ｐ
Ｒ
、
優
秀
な
人
材
確

保
を
目
的
と
し
た
会
員
に
よ
る
合
同
会

社
説
明
会
、
大
学
で
の
企
業
説
明
会
を

自動はかり自
動
は
か
り

JMIF
JAPAN MEASURING INSTRUMENTS FEDERATION

一般社団法人  日本計量機器工業連合会

一
般
社
団
法
人  

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会

正しい使い方と検査正しい使い方と検査
正
し
い
使
い
方
と
検
査

正
し
い
使
い
方
と
検
査正しい使い方と検査正しい使い方と検査

自動はかり自動はかり

自動はかり｜正しい使い方と検査｜（2022）

計量法に係る解説セミナー（2021.9）
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対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
す

る
な
ど
し
て
各
社
の
採
用
活
動
支
援
に

資
す
る
。

⑶
諸
外
国
の
法
定
計
量
制
度
に
係
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充

会
員
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
を
支
援

す
る
た
め
、
国
別
・
地
域
別
の
法
定
計

量
制
度
、
製
品
認
証
制
度
、
輸
出
入
手

続
き
等
に
係
る
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
き
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
昨
年
度
ま
で

実
施
し
た
調
査
事
業
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
更
新
を
行
う
。

〈
調
査
対
象
国
〉

・
既
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て

い
る
国

〈
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
更
新
の
項
目
〉

・
計
量
法
及
び
実
施
細
則
等

・
輸
入
計
量
器
に
係
る
規
制
内
容

・
型
式
承
認
又
は
検
定
に
関
す
る
情
報

・
法
定
計
量
及
び
型
式
承
認
並
び
に
計

量
標
準
に
係
る
関
係
機
関
、
問
い
合

わ
せ
先

・
当
該
国
に
係
る
そ
の
他
資
料

７
．
国
際
協
力
・
交
流
に
係
る
事
業

⑴
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
欧
州
は
か
り
工
業

会
）、Ｃ
Ｗ
Ｉ
Ａ
（
中
国
衡
器
協
会
）、

Ｓ
Ｍ
Ａ
（
米
国
は
か
り
製
造
事
業
者

協
会
）
と
の
協
力
事
業

次
の
交
流
を
実
施
す
る
。
特
に

IC
W

2023

ハ
ン
ブ
ル
グ
の
開
催
に
向

け
、
主
催
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
、
Ｃ
Ｗ
Ｉ

Ａ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
及
び
本
会
の
４
機
関
を
中

心
に
、
大
会
開
催
に
向
け
課
題
解
決
を

図
っ
て
い
く
。

・C
E

C
IP

-G
A

（G
eneral A

ssem
bly

）

欧
州
は
か
り
工
業
会
総
会
へ
の
参
加

・IC
G

（International C
orporation 

G
roup

）
会
議
参
加

・IC
W

（International C
onference 

of W
eighing

）2023

開
催
準
備

運
営
委
員
会
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
分
科

会
、
市
場
分
科
会
が
開
催
さ
れ
る
。

⑵
第
16
回
日
中
計
量
定
期
協
議
会
の
開

催
（
東
京
）

日
中
計
量
定
期
協
議
会
は
、
隔
年
に

双
方
の
地
で
開
催
し
て
き
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
開
催
を
延
期
し

て
き
た
が
、
開
催
が
可
能
か
見
極
め
た

う
え
で
、
日
本
で
の
開
催
に
向
け
中
国

側
と
の
調
整
を
図
る
。

特
に
、
計
量
分
野
に
係
る
協
力
事
業

等
に
つ
い
て
協
議
事
項
、
技
術
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
、
両
国
の

計
量
業
界
の
発
展
に
資
す
る
。

⑶
第
13
回
日
韓
中
計
量
測
定
協
力
セ
ミ

ナ
ー
開
催
準
備

日
本
、
韓
国
、
中
国
の
３
か
国
に
よ

る
計
量
計
測
分
野
の
技
術
交
流
、
人
材

育
成
、
国
際
規
格
等
の
情
報
交
換
、
相

互
理
解
の
促
進
の
た
め
、
隔
年
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
き
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
は
、
韓
国
で
の
開
催

予
定
で
あ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
開

催
を
延
期
し
た
。
今
年
度
中
の
開
催
が

可
能
な
場
合
は
、
開
催
時
期
を
主
催
国

と
協
議
し
開
催
に
向
け
て
準
備
を
行

う
。

⑷
外
国
の
計
量
計
測
機
関
、
団
体
等
と

の
交
流

貿
易
の
促
進
、
海
外
へ
の
技
術
移
転

等
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
関
係
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
海
外
の
関

係
機
関
、
団
体
と
交
流
を
実
施
し
て
き

て
い
る
。

今
年
度
はIN

T
E

R
M

E
A

S
U

R
E

で

来
日
す
る
機
関
、
団
体
と
の
交
流
を
予

定
し
て
い
る
。

８
．
循
環
型
社
会
対
応
に
係
る
事
業

⑴
環
境
情
報
に
係
る
講
演
会
、
セ
ミ
ナ

ー
等
の
開
催

内
外
の
環
境
規
制
、
環
境
意
識
向
上

等
に
係
る
内
容
を
テ
ー
マ
に
、講
演
会
、

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
会
員
企
業
へ

の
環
境
対
応
に
資
す
る
。

⑵
環
境
規
制
等
に
係
る
国
内
外
の
動
向

把
握
と
会
員
へ
の
周
知

有
害
化
学
物
質
の
廃
絶
に
向
け
た
政

策
が
国
際
的
に
と
ら
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ

で
取
り
組
む
化
学
物
質
規
制
が
、中
国
、

韓
国
、
中
東
等
の
各
国
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

有
害
物
質
使
用
制
限
（
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
）、

化
学
物
質
管
理
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
）、
化
学

物
質
審
査
規
制
法
、
水
銀
汚
染
防
止
法

や
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
な
ど
国
際
的
に
発

信
さ
れ
る
内
外
の
環
境
規
制
の
動
向
把

握
に
務
め
、会
員
へ
の
情
報
提
供
を
図
る
。

⑶
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

へ
の
取
組
み
に
係
る
調
査
研
究

会
員
企
業
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
ベ
ー
ス
に
、

計
量
計
測
機
器
業
界
と
し
て
各
企
業
が

Ｈ
Ｐ
等
で
公
開
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
目
標
を
把
握
し
、
課
題
解
決
に

向
け
委
員
会
活
動
を
実
施
す
る
。

９
．
行
政
施
策
等
に
関
す
る
協
力
事
業

⑴
各
種
法
令
及
び
行
政
施
策
へ
の
対
応

計
量
法
を
は
じ
め
各
種
法
令
に
基
づ

く
行
政
施
策
に
対
し
官
民
で
協
調
し
、

各
種
情
報
の
収
集
を
図
る
と
と
も
に
業

界
独
自
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
関
係
機

関
に
具
申
す
る
。

⑵
校
正
事
業
者
登
録
制
度
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

等
）
へ
の
対
応

計
量
法
の
校
正
事
業
者
認
定
制
度
に

係
る
質
量
計
（
非
自
動
は
か
り
）
の
技

能
試
験
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
製
品
評
価
技
術

基
盤
機
構
）
が
発
行
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
認

定
指
針
等
の
技
術
文
書
作
成
、
制
定
・

改
定
に
協
力
す
る
。A

S
N

IT
E

（
製
品

評
価
技
術
基
盤
機
構
認
定
制
度
）
に
よ

るO
IM

L
-C

S

範
囲
拡
大
に
向
け
国

内
活
動
を
実
施
し
て
行
く
。

10
．
計
工
連
70
周
年
記
念
事
業
の
実
施

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会
創
立
70

周
年
記
念
事
業
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。

・
記
念
式
典　

２
０
２
２
年
５
月
17
日
定

時
総
会
後
に
表
彰
事
業
と
同
時
開
催

・
記
念
誌
発
行
事
業　

発
刊
時
期　

２

０
２
２
年
５
月

・
本
年
度
よ
り
計
工
連
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
を
開
始
す
る
。
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仏教伝道と精密測定 

ミ
ツ
ト
ヨ
は
精
密
測
定
機
器
の
総
合

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
今
年
88
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
は

１
０
０
年
企
業
に
向
け
て
、「
変
わ
る
、

変
え
る
、
つ
な
ぐ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

変
革
に
挑
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
と
も
と
の
社
名
は「
三
豊
製
作
所
」

で
、「
三
豊
」
と
い
う
言
葉
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
と
し
て
立
派
に
な
る
た
め
に
は

「
智
・
仁
・
勇
」、
事
業
が
成
功
す
る
た

め
に
は
「
天
・
地
・
人
」、
そ
し
て
仏

教
が
弘
ま
る
た
め
に
は
、「
仏
・
法
・
僧
」

と
い
っ
た
三
つ
が
基
本
で
あ
り
、
立
派

な
人
間
が
育
ち
、
事
業
が
繁
栄
し
、
正

し
い
宗
教
も
広
ま
っ
て
世
の
中
が
平
和

で
、
各
人
楽
し
か
れ
と
の
願
い
を
込
め

て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
社
名
に
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

様
に
、
弊
社
は
仏
教
伝
道
の
支
援
を
通

じ
て
人
類
の
平
和
と
幸
福
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
成
就
す
る
こ

と
を
創
業
の
精
神
と
し
て
、私
の
祖
父
、

沼
田
惠
範
（
ぬ
ま
た
え
は
ん
）
が
興
し

た
会
社
で
す
。

国
内
外
の
ホ
テ
ル
に
聖
書
と
一
緒
に

置
か
れ
た
「
仏
教
聖
典
」
に
気
が
付
か

れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

仏
教
聖
典
を
無
料
で
世
界
に
頒
布
し
て

い
る
の
は
公
益
財
団
法
人
「
仏
教
伝
道

協
会
」
で
す
が
、
こ
の
団
体
を
１
９
６

５
（
昭
和
40
）
年
に
設
立
し
た
の
も
、

実
は
祖
父
で
し
た
。

仏
教
聖
典
は
現
在
ま
で
に
62
カ
国
語

に
訳
さ
れ
、
９
８
０
万
部
が
頒
布
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
世
界
有
数

の
大
学
に
仏
教
講
座
も
開
設
す
る
な
ど
、

脈
々
と
伝
道
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

弊
社
は
仏
教
伝
道
の
支
援
を
通
じ
て

人
類
の
平
和
と
幸
福
に
貢
献
す
る
と
い

う
創
業
の
精
神
と
「
精
密
測
定
で
社
会

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
経
営
理
念
を
掲

げ
た
独
特
な
会
社
で
す
。
こ
の
創
業
の

精
神
と
経
営
理
念
は
、
今
で
い
う
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
本
日
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
祖
父
と
弊
社
に
つ
い
て
少
し
紹

介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

祖
父
は
広
島
県
の
お
寺
の
三
男
と
し

て
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
19
歳
で
西
本
願
寺
の
海
外
留

学
生
に
選
ば
れ
、
渡
米
し
ま
し
た
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
家
庭
に
家
事
を
手
伝
い

な
が
ら
学
校
に
通
う
ス
ク
ー
ル
ボ
ー
イ

と
し
て
入
り
ま
し
た
が
、
土
曜
・
日
曜

も
一
日
中
家
事
に
追
わ
れ
、
休
み
も
な

く
、
夜
寝
る
時
間
も
な
い
く
ら
い
働
き

詰
め
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
原
因

で
結
核
と
な
り
、
た
っ
た
一
人
、
異
国

の
地
で
心
身
と
も
に
疲
れ
は
て
、
文
字

ど
お
り
、
死
の
瀬
戸
際
と
で
も
い
う
よ

う
な
極
限
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
日
本
を
出
る
と
き
に
母

か
ら
も
ら
っ
た
「
真
宗
聖
典
」
と
数
珠
、

父
か
ら
も
ら
っ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
名
号
を
壁
に
掛
け
て
、
そ
の
前
で
読

経
す
る
こ
と
を
新
た
な
日
課
と
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
日
課
を
続
け
て
い
る
う

ち
に
不
思
議
と
病
気
が
治
り
、
高
校
か

ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
へ
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
同
校
を

卒
業
し
同
校
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
仏
教
や
東
洋

沼田　恵明
Numata Yoshiaki
株式会社ミツトヨ
代表取締役社長

p08_09_会員トーク_146号_三_納.indd   8 2022/06/07   15:23



会員トーク■仏教伝道と精密測定

9 はかる　No.146

の
精
神
文
化
を
紹
介
し
、
当
時
険
悪
化

が
進
む
日
米
関
係
の
改
善
や
親
善
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
手
段

と
し
て
「
ザ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・ワ
ー
ル
ド
」

と
い
う
英
文
雑
誌
を
創
刊
し
、
隔
月
刊

で
四
千
部
を
発
行
す
る
の
で
す
が
、
寄

付
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

４
年
間
で
と
う
と
う
行
き
詰
ま
り
、
つ

い
に
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
祖
父
は
、身
に
し
み
て
「
ど

ん
な
に
い
い
仕
事
で
も
、
こ
の
経
済
社

会
で
は
、
何
事
を
や
る
に
も
、
ま
ず
経

済
的
な
基
盤
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
の
だ
」

と
い
う
教
訓
を
得
、「
今
度
や
る
と
す
れ

ば
、
自
分
で
お
金
を
儲
け
て
、
人
に
頼

ら
ず
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
自
分
の

力
で
や
ろ
う
」
と
決
意
し
た
の
で
す
。

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
帰
国
し
、

内
閣
資
源
局
に
統
計
官
と
し
て
勤
め
て

い
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
仏
教
を

守
り
助
け
た
い
と
の
思
い
は
強
く
、
そ

れ
を
経
済
的
に
支
え
る
た
め
１
９
３
４

（
昭
和
９
）
年
東
京
蒲
田
に
研
究
所
を

開
設
。
当
時
ほ
ぼ
１
０
０
％
輸
入
に
頼

っ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
の
国
産
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
な
ら
ば
と
い
う
製
品

が
で
き
た
の
は
、
試
作
に
入
っ
て
２
年

目
の
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
の
こ
と

で
し
た
。
こ
の
年
に
社
名
を
「
三
豊
製

作
所
」
と
し
ま
し
た
。
自
信
の
あ
る
製

品
は
で
き
た
も
の
の
、
ま
っ
た
く
無
名

の
ブ
ラ
ン
ド
を
、
海
外
の
有
名
品
に
負

け
な
い
で
売
り
込
ん
で
い
く
の
で
す
か

ら
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
色
々
苦
心

の
末
、
つ
い
に
輸
入
品
を
追
い
越
し
て

日
本
一
に
な
り
、
逆
に
海
外
に
輸
出
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
進
出
も

早
く
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
は

ア
メ
リ
カ
、
５
年
後
に
は
ド
イ
ツ
進
出

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

創
業
以
来
、「
品
質
第
一
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
夕
、
ノ
ギ
ス
な

ど
の
測
定
工
具
を
は
じ
め
、
座
標
計
測

機
器
、
形
状
測
定
機
器
、
画
像
及
び
光

学
測
定
機
器
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
機
器

等
、
５
５
０
０
種
類
の
商
品
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
提
供
し
、
ご
愛
用
を
い
た
だ
け

る
精
密
測
定
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
生
産
に
つ
い
て
は
日
本
へ

の
製
造
回
帰
を
続
け
、
モ
ノ
づ
く
り
は

徹
底
的
にM

ade in Japan

に
集
中

し
、
一
方
、
販
売
サ
ー
ビ
ス
は
徹
底
的

に
お
客
様
の
近
く
で
グ
ロ
ー
カ
ル
に
こ

だ
わ
り
、
現
在
で
は
世
界
31
ヵ
国
に
拠

点
を
も
ち
、
60
ヵ
国
以
上
の
代
理
店
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
創
業
の
精
神
で
あ
る

「
仏
教
伝
道
の
支
援
を
通
し
て
人
々
の

幸
福
に
寄
与
す
る
」「
活
動
す
る
領
域

に
お
い
て
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目

指
す
」
を
胸
に
、「
精
密
測
定
で
社
会

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
経
営
理
念
を
追

求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
当
社
の
伝
統
を
築
い
た
先

人
に
学
び
、
社
是
の
「
良
い
環
境
、
良

い
人
間
、
良
い
技
術
」
と
社
訓
の
「
誠

実
、
深
慮
、
敢
闘
」
を
念
頭
に
、
次
の

節
目
と
な
る
創
業
一
〇
〇
年
を
目
指
し

て
、
お
客
様
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
で

き
るF

uture S
olution P

rovider

と

い
う
未
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
社

員
と
共
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

物
理
量
の
単
位
は
、
図
1
に
示
す
よ

う
に
、
[m] 

[kg] 

[s] 

[A] 

[K] 

[mol] 

[cd]
の
7

つ
の
基
本
単
位
の
組
み
合
わ
せ
で
表
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
圧
力
の
単
位
[Pa]
は
、

[kg] 

[m] 

[s]
の
組
み
合
わ
せ
で
表
さ
れ

る
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所 

計
量
標

準
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
計
量
標
準
の

普
及
・
利
用
促
進
・
技
術
開
発
を
行
っ

て
い
る
。
弊
所
の
よ
う
な
計
量
研
究
所

は
世
界
各
国
に
あ
り
、
国
際
的
な
整
合

性
を
互
い
に
確
認
し
あ
っ
て
い
る
。
日

本
の
1 

Pa
は
、
他
国
の
1 

Pa
と
小
さ
な

「
不
確
か
さ
」
の
範
囲
内
で
一
致
し
て

い
る
。
産
業
界
の
現
場
で
、
真
空
計
の

表
示
し
て
い
る
値
の
確
か
ら
し
さ
が
気

に
な
る
場
合
に
は
、
図
2
に
示
す
よ
う

に
、Japan C

alibration S
ervice 

S
ystem

（JC
S

S

）
校
正
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
、
確
か
ら
し
さ
が
わ
か
っ
て

い
る
高
精
度
真
空
計
と
比
較
校
正
す
れ

ば
評
価
で
き
る
。
計
量
標
準
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
物
理
現
象
を
利
用
し
た
圧

力
標
準
を
用
い
て
、
こ
の
高
精
度
真
空

計
の
確
か
ら
し
さ
を
評
価
し
て
い
る
。

２
．�
圧
力
標
準

計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

極
高
真
空10

-9 P
a

か
ら
超
高
圧
力

10
9 P

a

の
圧
力
の
絶
対
値
の
国
家
標

準
を
供
給
し
て
い

る
［1］
，

［2］
。
圧
力

標
準
に
は
、
図
3

に
示
す
よ
う
に
、

光
波
干
渉
式
標
準

圧
力
計
（
水
銀
マ

ノ
メ
ー
タ
）、
重

錘
形
圧
力
天
び

ん
、
膨
張
法
装
置

な
ど
が
あ
る
。
現

在
こ
れ
ら
の
根
幹

は
、
水
銀
マ
ノ
メ

ー
タ
で
あ
る
。
水

銀
の
密
度
、
液
柱

差
、
重
力
加
速
度
等
の
物
理
量
か
ら
圧

力
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

水
銀
マ
ノ
メ
ー
タ
で
使
用
さ
れ
て
い
る

水
銀
は
環
境
や
人
体
に
有
害
な
物
質
で

あ
り
、
計
量
目
的
で
あ
っ
て
も
製
造
及

び
販
売
が
申
請
、
許
可
を
受
け
る
対
応

と
な
る
。
近
年
、
各
国
の
計
量
研
究
所

で
、
ピ
ス
ト
ン
・
シ
リ
ン
ダ
の
寸
法
絶

対
値
計
測
に
よ
る
重
錘
形
圧
力
天
び
ん

の
一
次
標
準
化
や
、
ヘ
リ
ウ
ム
の
屈
折

率
と
温
度
か
ら
圧
力
を
一
次
に
求
め
る

光
学
式
圧
力
標
準
の
開
発
が
研
究
さ
れ

て
い
る

［3］
〜

［9］
。
本
誌
で
は
後
者
を
紹

介
す
る
。

屈折率と温度から圧力を測定する
光学式圧力標準

武井　良憲
Takei Yoshinori
国立研究開発法人 産業技術総合研究所
計量標準総合センター 工学計測標準研究部門
圧力真空標準研究グループ 研究員

図 1　国際単位系（SI）

図 2　計量トレーサビリティ
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３
．�

光
学
式
圧
力
標
準

の
概
要

圧
力
p
は
、
実
気
体
の
状
態
方
程
式

か
ら
、
式
(1)
に
示
す
よ
う
に
、
分
子
密

度
ρ
と
温
度
T
の
関
数
で
表
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
Ｒ
は
気
体
定
数
、

は
第

2
密
度
ビ
リ
ア
ル
係
数
、

は
第
3
密

度
ビ
リ
ア
ル
係
数
で
あ
る
。
屈
折
率
と

分
子
密
度
の
関
係
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
ロ
ー

レ
ン
ス
の
式
か
ら
、
式
(2)
で
表
さ
れ
る
。

AR

は
分
極
率
、
BR

は
第
2
屈
折
率
ビ
リ

ア
ル
係
数
で
あ
る
。式
(1)
と
式
(2)
か
ら
、

気
体
の
種
類
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
気

体
の
屈
折
率
np
と
気
体
の
温
度
T
を
計

測
す
る
こ
と
で
、
圧
力
p
を
算
出
で
き

る
。
近
年
、
ヘ
リ
ウ
ム
の
分
極
率

［10］
や

各
ビ
リ
ア
ル
係
数

［10］
，

［11］
が
計
算
か
ら

求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
光
学
式
圧

力
標
準
は
、
従
来
の
圧
力
標
準
に
依
ら

ず
に
、
ヘ
リ
ウ
ム
の
屈
折
率
と
温
度
か

ら
圧
力
を
一
次
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

光
学
式
圧
力
標
準
の
基
盤
は
屈
折
率

計
で
あ
る
。
圧
力
を
従
来
の
標
準
と
同

等
の
相
対
標
準
不
確
か
さ10 µP

a/

P
a(10 ppm

)
で
求
め
る
た
め
に
は
、

(np - 1)

を10 ppm

未
満
の
精
度
で
求

め
る
必
要
が
あ
る
。
ヘ
リ
ウ
ム
の
屈
折

率
は
、
そ
の
圧
力
を
真
空
か
ら
大
気
圧

ま
で
変
化
さ
せ
た
場
合
、633 nm

の

波
長
に
対
し
て
、1

か
ら

1.000032

に
変
化
す
る
。
こ
の
屈
折
率
np
を
10
桁

以
上
の
精
度
で
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
を
達
成
で
き
る
屈
折
率
測
定
手
法

と
し
て
、
フ
ァ
ブ
リ
・
ペ
ロ
共
振
器
が

挙
げ
ら
れ
る
。

フ
ァ
ブ
リ
・
ペ
ロ
共
振
器
の
共
振
周

波
数
は

と
表
さ
れ
る
。
m
は
共
振
次
数
、
c
は

光
速
、
L
は
キ
ャ
ビ
テ
ィ
長
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
補
正
は
簡
単
の
た
め
に
本

誌
で
は
割
愛
し
た
。
共
振
器
の
中
の
光

の
半
波
長
の
整
数
倍
が
キ
ャ
ビ
テ
ィ
長

に
等
し
い
場
合
に
、
光
は
共
振
す
る
。

真
空
の
条
件
と
圧
力
p
の
条
件
で
、
共

振
周
波
数

と

の
比
か
ら
、
式
(4)
に

示
す
よ
う
に
、
屈
折
率
np
が
求
め
ら

れ
る
。

屈
折
率
測
定
の
分
解
能
は
高
い
が
、

絶
対
値
を
測
定
す
る
た
め
に
は
課
題
が

あ
る
。
式
(3)
の
キ
ャ
ビ
テ
ィ
長
L
は
変

化
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
実
際

に
は
次
の
要
因
に
よ
り
わ
ず
か
に
変
化

す
る
：
(A)
圧
力
変
化
に
依
る
キ
ャ
ビ
テ

ィ
の
ス
ペ
ー
サ
の
変
形
：
(B)
キ
ャ
ビ
テ

ィ
の
ス
ペ
ー
サ
と
ミ
ラ
ー
の
材
質
が
違

う
場
合
は
圧
力
変
化
に
依
る
キ
ャ
ビ
テ

ィ
の
ミ
ラ
ー
変
形

［8］
：
(C)
キ
ャ
ビ
テ
ィ

材
料
の
経
年
変
化
：
(D)
材
料
内
部
へ
の

ヘ
リ
ウ
ム
の
浸
透
に
伴
う
キ
ャ
ビ
テ
ィ

長
変
化
。
特
に
、
(A)
と
(B)
を
合
わ
せ
た

変
形
係
数
の
測
定
が
課
題
で
あ
る
。
変

形
係
数
の
測
定
方
法
と
し
て
次
の
よ
う

に
い
く
つ
か
の
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(i)
キ
ャ
ビ
テ
ィ
材
料
の
ヤ
ン
グ
と
ポ
ア

ソ
ン
比
か
ら
求
め
る
方
法
。
し
か
し
、

圧
力
計
測
の
目
標
精
度
（10 ppm

）

を
得
ら
れ
る
ほ
ど
高
精
度
に
そ
れ
ら
を

求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
(ii)
ヘ
リ

ウ
ム
を
用
い
た
圧
力
測
定
結
果
と
他
の

気
体
（
例
え
ば
窒
素
）
を
用
い
た
圧
力

測
定
結
果
を
連
立
し
て
、
ヘ
リ
ウ
ム
と

窒
素
の
分
極
率
か
ら
求
め
る
方
法

［3］
，

［5］
。
し
か
し
、
ヘ
リ
ウ
ム
以
外
の
気
体

の
分
極
率
は
計
算
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
従
来
の
圧
力
標
準

に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
に
求
め
ら
れ
た
実
験

値
で
あ
る
。
(iii)
光
学
式
圧
力
標
準
と
従

来
の
圧
力
標
準
を
比
較
し
て
求
め
る
方

法
［6］
，［7］
。
現
在
は
こ
の
方
法
を
採
用
し
、

光
学
式
圧
力
標
準
を
二
次
標
準
と
し
て

評
価
し
て
い
る
。
(iv)
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
構

造
を
工
夫
し
、
(A)
と
(B)
の
両
方
をIn-

situ

に
測
定
す
る
方
法
。
実
験
系
が
大

掛
か
り
に
な
る
が
、
光
学
式
圧
力
標
準

を
一
次
標
準
と
し
て
確
立
す
る
た
め

に
、
現
在
準
備
中
で
あ
る
。

４
．�

光
学
式
圧
力
標
準

の
実
験
系

本
研
究
で
利
用
し
た
フ
ァ
ブ
リ
・
ペ

図 3　圧力標準の一部
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ロ
共
振
器
の
外
観
を
図
4
に
示
す
。
反

射
率99.9 %

の
誘
電
体
多
層
膜 

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
溶
融
石
英
ミ
ラ
ー

が
、
超
低
熱
膨
張
材
料C

L
E

A
R

 

C
E

R
A

M
®

-Z
(E

X
)

の
ス
ペ
ー
サ
に
オ

プ
テ
ィ
カ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
さ
れ
て
い

る
。
図
5
に
示
す
全
体
概
要
や
図
6
に

示
す
外
観
の
よ
う
に
、
そ
の
共
振
器
は

真
空
チ
ャ
ン
バ
内
に
設
置
さ
れ
た
。
屈

折
率
計
の
光
源
に
は
外
部
共
振
型
半
導

体
レ
ー
ザ
（
波
長
約633 nm

、
光
周

波
数
約473 T

H
z

）
を
用
い
、
そ
の

光
周
波
数
を
真
空
チ
ャ
ン
バ
内
の
フ
ァ

ブ
リ
・
ペ
ロ
共
振
器
の
共
振
周
波
数
に

対
し
て
、P

ound-D
rever-H

all

法
を

用
い
て
ロ
ッ
ク
し
た
。
そ
の
光
共
振
周

波
数
（
約473 T

H
z

）
の
絶
対
値
は
、

ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
法
を
用
い
て
、
ヨ
ウ
素

安
定
化H

e-N
e

レ
ー
ザ
と
オ
フ
セ
ッ

ト
ロ
ッ
ク
レ
ー
ザ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら

な
る
基
準
レ
ー
ザ
と
の
周
波
数

差
か
ら
求
め
た
。
屈
折
率
測
定

に
お
い
て
は
気
体
純
度
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
気
体
を
、
高
純

度
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら
ガ
ス
精
製

器
を
通
し
て
チ
ャ
ン
バ
に
供
給

し
た
。
温
度
は
、
圧
力
を10 ppm

で
測
定
す
る
た
め
に
、
室
温
に

対
し
て3 m

K

未
満
の
不
確
か

さ
で
測
る
必
要
が
あ
る
。
チ
ャ

ン
バ
の
温
度
を
一
定
に
保
つ
た

め
に
、
チ
ャ
ン
バ
の
外
壁
の
流

路
に
恒
温
水
を
流
し
た
。
キ
ャ

ビ
テ
ィ
を
囲
っ
て
い
る
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
の
箱
の
表
面
に
サ
ー
ミ

ス
タ
を
つ
け
て
測
定
し
た
。

開
発
中
の
光
学
式
圧
力
標
準

と
、
重
錘
形
圧
力
天
び
ん
で
校

正
さ
れ
た
高
精
度
デ
ジ
タ
ル
圧

力
計
（
Ｒ
Ｓ
Ｇ
）
お
よ
び
膨
張

法
装
置
で
校
正
さ
れ
た
サ
フ
ァ

イ
ア
隔
膜
真
空
計（
Ｓ
Ｃ
Ｄ
Ｇ
）

を
比
較
し
た
。
こ
の
際
、
光
学

式
圧
力
標
準
の
キ
ャ
ビ
テ
ィ
変

形
係
数
は120 kP

a

の
圧
力

点
で
高
精
度
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計

を
用
い
て
決
定
さ
れ
た
。
図
7

に
、
横
軸
を
対
数
目
盛
の
圧
力

図 4　ファブリ・ペロ共振器の外観

図 5　光学式圧力標準の概略

図 6　光学式圧力標準の外観図 7　光学式圧力標準と従来の圧力標準を比較
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[Pa]
、
縦
軸
を
光
学
式
圧
力
計
と
サ
フ
ァ

イ
ア
隔
膜
真
空
計
や
高
精
度
デ
ジ
タ
ル

圧
力
計
と
の
差
の
割
合
[ppm]
と
し
て
、
結

果
を
示
す
。
赤
色
点
線
が
光
学
式
圧
力

標
準
の
不
確
か
さ
で
、
青
色
エ
ラ
ー
バ

ー
が
サ
フ
ァ
イ
ア
隔
膜
真
空
計
の
校
正

不
確
か
さ
で
あ
る
。
光
学
式
圧
力
標
準

は10 P
a

か
ら80 kP

a

の
圧
力
範
囲

で
、
不
確
か
さ
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

高
精
度
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計
お
よ
び
サ
フ

ァ
イ
ア
隔
膜
真
空
計
と
一
致
し
た
。
今

後
、
黄
色
点
線
の
目
標
不
確
か
さ
を
目

指
し
て
光
学
式
圧
力
標
準
を
高
精
度
化

さ
せ
る
。

5
．�

お
わ
り
に

光
学
式
圧
力
標
準
に
は
、
圧
力
の
絶

対
値
を
計
測
可
能
と
い
う
利
点
に
加
え

て
、
一
台
で
広
い
圧
力
範
囲
を
小
さ
な

不
確
か
さ
で
計
測
可
能
と
い
う
利
点
も

あ
る
。
図
8
に
光
学
式
圧
力
標
準
の
校

正
能
力
の
見
積
も
り
と
重
錘
形
圧
力
天

び
ん
や
膨
張
法
装
置
な
ど
の
従
来
の
圧

力
標
準
の
校
正
能
力
を
示
す
。
光
学
式

圧
力
標
準
は
、
従
来
の
圧
力
標
準
と
同

等
か
そ
れ
よ
り
小
さ
な
不
確
か
さ
を
達

成
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、

100 P
a

付
近
で
は
校
正
能
力
を
2
桁

向
上
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、

図
8
の
赤
色
点
線
の
校
正
能
力
を
、
ま

ず
は
圧
力
の
二
次
標
準
と
し
て
、
そ
の

後
一
次
標
準
と
し
て
、
達
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
並
行
し
て
、
ピ
ス
ト
ン
・
シ

リ
ン
ダ
の
寸
法
絶
対
値
計
測
に
よ
る
重

錘
形
圧
力
天
び
ん
の
一
次
標
準
化

［12］

や
、
膨
張
法
装
置
の
高
度
化

［13］
も
研
究

開
発
し
て
い
る
。
小
さ
な
不
確
か
さ
の

真
空
圧
力
絶
対
値
を
産
業
界
に
供
給
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
の
で
、
今
後
と
も

お
引
き
立
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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計量計測と技術・技能伝承
第６回．計工連・会員企業の伝承事例

⑴�

会
員
企
業
の
主
な
取
り
組
み

２
０
２
１
年
１
月
の
技
術
・
技
能
伝

承
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
会
員
企
業
３

社
か
ら
伝
承
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事

例
を
説
明
し
て
頂
い
た
。
技
術
・
技
能

伝
承
の
取
り
組
み
は
座
学
、
実
践
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
類
型
化
出
来
る
が
、
３
社

の
取
り
組
み
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
図

表
１
の
よ
う
に
な
る
。

３
社
の
事
例
に
共
通
し
て
い
る
部
分

は
、
技
術
伝
承
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

知
識
整
理
）
と
技
能
伝
承
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な

ど
で
の
徒
弟
型
伝
承
）
を
使
い
分
け
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
伝
承
を
事
業
継

続
の
一
環
と
し
て
考
え
、
伝
承
を
確
実

に
実
施
す
る
た
め
に
は
長
い
時
間
が
必

要
と
認
識
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で

あ
る
。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
少
子

高
齢
社
会
で
の
生
産
性
向
上
に
も
寄
与

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
事
例
数
は
少
な
い
が
計
工
連
会
員

企
業
の
技
術
・
技
能
伝
承
の
全
体
像
を

体
現
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

⑵
会
員
企
業
に
お
け
る
伝
承
事
例

２
０
２
１
年
１
月
の
技
術
・
技
能
伝

承
セ
ミ
ナ
ー
で
の
事
例
に
関
し
て
、
取

り
組
み
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
、
質
疑
事

項
な
ど
を
整
理
し
、
今
後
の
伝
承
の
あ

る
べ
き
方
向
性
を
ま
と
め
て
み
た
。

①�　

１
番
目
の
事
例
は
、
学
校
教
育

用
の
計
量
器
を
製
造
販
売
さ
れ
て

お
り
、
市
場
シ
ェ
ア
は
１
０
０
％

だ
が
市
場
が
大
幅
に
縮
小
し
て
い

る
中
で
、
学
校
教
育
へ
の
使
命
感

か
ら
事
業
を
継
続
さ
れ
て
い
る
事

例
で
あ
る
。

　

�　

市
場
が
小
さ
い
た
め
製
造
す
る

機
会
も
少
な
く
、
当
然
人
手
も
か

け
ら
れ
な
い
の
で
、
多
能
工
を
育

成
し
つ
つ
５
年
程
度
を
か
け
て
伝

承
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
り
若
手
へ
伝

承
さ
れ
て
い
る
が
、
製
造
す
る
機

会
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
部
品
や

作
業
の
画
像
付
き
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

ま
た
市
場
規
模
が
不
透
明
な
中

で
、
今
後
の
次
世
代
後
継
者
の
確

保
・
採
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、勘
コ
ツ
な
ど
を
可
能
な
限
り
形

式
知
化
し
、
組
織
内
で
教
え
合
う

環
境
作
り
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

�　

振
り
返
り
会
（A

fter�A
ction�

R
eview

）
な
ど
を
活
用
し
、組
織
全

体
で
伝
承
を
進
め
て
い
く
重
要
性

を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。

②�　

２
番
目
は
圧
力
試
験
機
を
製

造
し
て
い
る
企
業
の
事
例
で
、
２

件
の
伝
承
事
例
を
紹
介
頂
い
た
。

手
順
書
が
整
備
さ
れ
て
い
る
作

業
は
文
章
や
写
真
で
理
解
さ
せ
、

手
順
書
が
な
い
作
業
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ

で
実
践
指
導
と
い
う
よ
う
に
二

本
立
て
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

問
題
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
の
伝
承
の
よ

う
だ
。
熟
練
者
か
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
教

わ
る
の
だ
が
、
教
え
ら
れ
た
継
承

者
が
教
え
ら
れ
た
動
き
を
せ
ず
、

自
分
勝
手
な
作
業
を
し
て
し
ま
う

よ
う
だ
。

　

�　

そ
こ
で
そ
の
こ
と
を
逆
手
に
と

っ
て
、
継
承
者
が
加
工
方
法
を
工

夫
し
、
今
ま
で
よ
り
も
効
率
的
に

出
来
る
方
法
を
確
立
す
る
よ
う
に

指
導
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
良
い

方
法
で
は
あ
る
が
、
継
承
者
が
伝

承
者
と
一
緒
に
改
善
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
、
伝
承
者
は
今
ま
で
通

り
の
作
業
方
法
を
行
い
、
同
じ
製

品
で
２
通
り
の
作
業
方
法
が
出
来

て
し
ま
う
問
題
も
抱
え
て
い
る
。

　

�　

ま
た
、
他
の
事
例
で
は
熟
練
者

野中　帝二
Nonaka Teiji
トリニティ・プログラム代表 

p14_15_計測の世界_146号_三_納.indd   14 2022/06/07   15:26



15 はかる　No.146

が
細
か
い
部
分
を
教
え
て
く
れ
な

い
た
め
、
熟
練
者
の
伝
承
へ
の
意

識
を
変
え
る
重
要
性
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。
若
手
に
伝
承
す
る
事
で

熟
練
者
の
作
業
が
楽
に
な
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
を
分
か
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

③�　

３
番
目
の
事
例
は
、
長
さ
な
ど

の
測
定
器
を
製
造
し
て
い
る
大

手
企
業
の
事
例
で
あ
る
。
自
社
独

自
の
技
能
を
抽
出
し
、「
残
す
べ

き
技
能
」
と
「
残
さ
ざ
る
を
得
な

い
技
能
」
に
分
け
、
可
能
な
限
り

暗
黙
知
を
見
え
る
化
・
形
式
知
化

し
、
残
り
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
技
能
伝
承

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
技
能
伝
承

と
技
術
伝
承
を
明
確
に
使
い
分

け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

ま
た
、
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
や

匠
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
な
ど
を
整
備

し
、
新
人
教
育
、
若
手
育
成
、
マ

イ
ス
タ
ー
育
成
な
ど
と
段
階
を
踏

み
育
成
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

今
後
は
次
世
代
へ
残
す
必
要
の

あ
る
技
能
を
抽
出
し
て
形
式
知
化

を
進
め
、Ｖ
Ｒ（V

irtial�R
eality

：

仮
想
現
実
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
用
し
た
暗
黙
知
の
情
報
化

（
見
え
る
化
）
が
課
題
の
よ
う
だ
。

　

�　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
暗
黙
知
作
業
に
対
し
て
も

比
較
的
容
易
に
伝
承
を
進
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
多
く
の

企
業
で
も
同
様
に
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

⑶�

伝
承
事
例
か
ら
み
た
伝
承
の
取

り
組
み
方

こ
れ
ら
３
社
の
伝
承
事
例
は
、
２
０

１
９
年
に
計
工
連
の
会
員
企
業
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
き
た
課

題
（
図
表
２
）
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
事
業
継
続
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
成
果

を
出
す
の
に
１
年
以
上
か
か
り
、
ま
た

後
継
者
不
足
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
お
ら
れ
、
組
織
内
で
伝
承

に
関
す
る
情
報
整
備
と
情
報
共
有
が
必

要
で
あ
る
、と
い
う
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
は
、
第

４
回
で
紹
介
し
た
「
作
業
分
解
を
用
い

た
暗
黙
知
の
見
え
る
化
」
手
法
を
活
用

す
る
と
、
会
員
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
課

題
に
対
し
て
、
全
て
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
簡
単
で
か
つ
短
期
間
で
効
果

を
出
せ
る
手
法
な
の
で
是
非
こ
の
手
法

を
活
用
し
、
ま
た
通
常
業
務
の
な
か
で

改
善
を
行
い
つ
つ
伝
承
を
進
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

次
回
は
、
最
終
回
と
し
て
匠
の
技
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
時
の
考
え
方
と
リ
ス

ク
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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は
じ
め
に

い
よ
い
よ
第
１
回
国
際
質
量
会
議
Ｉ

Ｃ
Ｗ
の
開
催
が
決
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｗ
と

は

International C
onference of 

W
eighing

の
略
語
で
、
質
量
関
係
者

が
集
う
初
め
て
の
国
際
会
議
と
な
る
。

２
０
１
２
年
よ
り
計
工
連
が
積
極
的
に

進
め
て
き
た
国
際
交
流
事
業
の
成
果
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

会
議
の
開
催
時
期
は
、
２
０
２
３
年

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
メ
ッ
セ
の
翌
週
４
月
24

日
か
ら
26
日
の
３
日
間
と
し
、
開
催
地

は
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
な
っ
た
。

開
催
は
、
欧
州
は
か
り
工
業
会
（
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）、
中
国
衡
器
協
会
（
Ｃ
Ｗ

Ｉ
Ａ
）、
ア
メ
リ
カ
は
か
り
協
会
（
Ｓ

Ｍ
Ｉ
）、
そ
し
て
計
工
連
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
）

の
４
機
関
で
開
催
企
画
を
進
め
て
き
た

が
、
現
段
階
で
は
Ｓ
Ｍ
Ｉ
を
除
く
３
機

関
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
等
、
世
界
各
国
の
は
か
り
事

業
者
団
体
か
ら
参
加
表
明
が
あ
り
、
加

え
て
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
等
の
計
量

関
連
の
国
際
機
関
も
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
大
変
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
き
た
。

第
１
回
Ｉ
Ｃ
Ｗ
の
開
催
テ
ー
マ
は

「
は
か
り
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
し
、
全

員
参
加
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
定
義
、
一
般
的
な
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

等
の
基
調
講
演
、
パ
ラ
レ
ル
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
法
定
計
量
、
科
学
計
量
、
応

用
計
量
の
３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取

り
組
み
の
講

演
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
今

後
の
質
量
計

産
業
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、

は
か
り
メ
ー

カ
ー
経
営
者

に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な

ど
も
企
画
し

て
い
る
。

詳
細
は
大

会
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

世
界
各
国

の
は
か
り
事
業
者
・
ユ
ー
ザ
ー
含
む
関

係
者
が
集
い
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
最
新
の
取
り

組
み
や
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
新
市

場
予
測
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
う
機
会

で
も
あ
る
。
ま
た
、こ
の
機
会
を
捉
え
、

自
動
は
か
り
市
場
動
向
及
び
管
理
実
態

訪
問
調
査
を
企
画
し
て
お
り
、
そ
の
成

果
を
と
り
ま
と
め
、
業
界
意
見
と
し
て

具
申
し
、
自
動
は
か
り
の
適
正
な
管
理

運
営
に
資
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｗ
も
と
よ
り
訪
問
調
査
に
も
多

く
の
会
員
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

中
国
、
韓
国
と
の
交
流
事
業
の
成
果

本
会
の
国
際
交
流
事
業
で
は
、
１
９

８
０
年
代
に
中
国
と
の
民
間
交
流
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
て
き
た
。
中
国
の
国
家

機
関
で
あ
る
中
国
質
量
監
督
検
験
検
疫

総
局
（
Ａ
Ｑ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
、
現
在
の
中
国
国

家
市
場
監
督
管
理
総
局
・
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｒ
）

や
中
国
計
量
測
試
学
会
と
の
間
で
、
日

中
計
量
定
期
協
議
会
を
開
催
し
、
計
量

に
関
す
る
情
報
交
換
、
技
術
協
力
な
ど

を
協
議
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
こ
の
活

動
に
韓
国
が
加
わ
り
「
日
韓
中
計
量
測

定
協
力
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
計
量
計

測
関
連
の
情
報
交
換
を
実
現
し
て
き

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
隔
年
で
開
催
さ

れ
、
既
に
12
回
の
開
催
実
績
を
持
つ
。

欧
州
と
の
交
流
事
業
の
ス
タ
ー
ト

本
会
は
、
長
年
経
産
省
が
実
施
す
る

「
国
際
法
定
計
量
調
査
研
究
事
業
」
の

委
託
を
う
け
、
国
際
法
定
計
量
調
査
研

計工連が進める国際交流
一般社団法人　日本計量機器工業連合会
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究
委
員
会
を
設
置
し
、
我
が
国
の
法
定

計
量
の
国
際
化
に
向
け
、
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、「
国
際
法
定
計

量
機
関
を
設
立
す
る
条
約
（
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ

条
約
）」
の
も
と
で
提
案
さ
れ
る
各
種

計
量
機
器
の
技
術
基
準
と
な
る
Ｏ
Ｉ
Ｍ

Ｌ
国
際
勧
告
な
ど
の
文
書
類
に
対
す
る

日
本
国
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

同
国
際
機
関
に
対
し
規
格
の
提
案
、
提

出
さ
れ
る
規
格
に
対
す
る
意
見
具
申
を

行
っ
て
き
た
。

同
様
な
動
き
は
欧
州
に
も
あ
り
、
行

政
組
織
で
あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
法
定
計
量
機
関
）
に
連
動
し

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
欧
州
は
か
り
工
業
会
）

の
よ
う
な
計
量
器
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
工
業

会
組
織
が
、
わ
が
国
同
様
、
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ

国
際
勧
告
等
へ
の
対
応
を
行
っ
て
き
て

い
る
。
特
に
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｍ

Ｌ
で
非
常
に
高
い
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮

し
、
公
式
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ボ
デ
ィ
ー

と
し
て
、
勧
告
等
の
文
書
に
対
す
る
影

響
力
を
維
持
し
て
き
た
。

経
産
省
で
は
、
２
０
１
０
年
代
に
入

り
、
わ
が
国
の
法
定
計
量
制
度
の
近
代

化
を
目
指
し
、
欧
州
の
規
制
当
局
と
な

る
計
量
標
準
機
関
、
計
量
器
製
造
団
体

等
が
実
施
す
る
活
動
を
調
査
し
て
き

た
。
特
に
、
法
定
計
量
制
度
の
近
代
化

を
実
現
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
活
動
を
把

握
す
る
た
め
、
行
政
機
関
で
は
、
計
量

標
準
機
関
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
Ｐ
Ｔ
Ｂ
、

各
州
の
計
量
検
定
所
の
訪
問
調
査
を
実

施
す
る
機
会
を
得
た
。

何
回
か
調
査
を
実
施
す
る
中
、O

IM
L

 

T
C

3

の
活
動
で
懇
意
で
あ
っ
た
Ｐ
Ｔ

Ｂ
の
質
量
標
準
研
究
室
長
の
ロ
ー
マ

ン
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
博
士
（
現
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ

委
員
長
）
か
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
と
の
交

流
を
強
く
勧
め
ら
れ
、
当
時C

E
C

IP
-

L
M

G

（
法
定
計
量
グ
ル
ー
プ
）
の
議

長
で
あ
っ
た
、
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
社
の
マ

ル
テ
ン
ス
氏
を
紹
介
さ
れ
た
。

マ
ル
テ
ン
ス
氏
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

は
も
と
よ
り
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
の
Ｔ
Ｃ
（
技
術

委
員
会
）
活
動
に
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
を
代
表

し
て
参
加
し
、
は
か
り
関
連
の
技
術
基

準
の
作
成
に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方

で
あ
る
。
氏
か
ら
は
、
本
会
の
活
動
を

理
解
さ
れ
た
う
え
で
、
製
造
事
業
者
の

立
場
で
技
術
基
準
作
成
、
審
議
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
い
、
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
に
対

し
て
、
共
同
コ
メ
ン
ト
を
提
案
し
て
い

く
な
ど
の
活
動
が
提
案
さ
れ
た
。

２
０
１
２
年
に
入
り
、IN

T
E

R
- 

M
E

A
S

U
R

E
 2012

の
併
催
事
業
で
あ

る
「
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
法
定
計
量
セ
ミ
ナ
ー
」

に
、
マ
ル
テ
ン
ス
氏
を
招
待
し
、
記
念

講
演
を
開
催
す
る
な
ど
交
流
を
促
進
し

て
き
た
。

ま
た
、
２
０
１
３
年
に
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た

C
E

C
IP

-L
M

G
 m

eeting

に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ

代
表
団
が
派
遣
さ
れ
、
会
議
に
出
席
し

て
い
る
。
代
表
団
は
、
計
工
連
会
員
の

非
自
動
は
か
り
専
門
家
６
名
で
組
織
さ

れ
、
議
題
審
議
に
加
わ
っ
た
。

交
流
事
業
の
覚
書

さ
ら
に
２
０
１
４
年
に
は
、

IN
T

E
R

M
E

A
S

U
R

E
 2014

に
、
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
訪
問
団
が
来
訪
す
る
な
ど
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
と
の
交
流
事
業
が
活
発
化
し

て
き
た
。

２
０
１
６
年
に
は
、中
本
会
長
（
当
時
）

を
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
派
遣
団
長
と
し
た
訪
問
団

が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催

さ
れ
たC

E
C

IP
-G

eneral assem
bly

に
出
席
、
同
会
場
席
上
でJE

M
IF

-
C

E
C

IP

協
力
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
よ

り
協
力
事
業
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
。Ｉ

Ｃ
Ｗ
の
開
催
決
定

そ
の
後
、JM

IF
-C

E
C

IP

の
協
力

関
係
に
賛
同
し
た
Ｃ
Ｗ
Ｉ
Ａ
や
Ｓ
Ｍ
Ｉ

な
ど
が
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
際
協
力
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ｃ
Ｇ
）

が
組
織
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｇ
の
も
と
で
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
、
技
術
情
報
の
交

換
が
開
始
さ
れ
た
。

協
力
関
係
を
深
め
る
中
で
、
２
０
２

０
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｗ
の
開
催
が
提
案
さ
れ
、

Ｉ
Ｃ
Ｇ
４
機
関
の
総
意
と
し
て
開
催
実

現
に
向
け
、
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

CECIP-LMG meeting 参加メンバー
左から２人目　マルテンス氏

訪問した PTB 質量標準研究室の前
右から３番目　シュワルツ博士

JMIF-CECIP 協力の調印式
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２
０
２
１
年
11
月 

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
切
っ
掛
け
と
な

っ
た
の
が
、「
ゆ
る
キ
ャ
ン
」
と
い
う

ア
ニ
メ
を
た
ま
た
ま
見
た
事
で
し
た
。

（
今
、
流
行
っ
て
い
ま
す
）
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
可
愛
い
女

の
子
た
ち
が
冬
の
寒
い
中
一
人
で
キ
ャ

ン
プ
に
挑
戦
し
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

に
感
動
し
た
り
、
お
い
し
い
ご
飯
を
作

っ
た
り
し
て
仲
間
を
だ
ん
だ
ん
増
や
し

て
い
く
物
語
で
す
。
こ
れ
と
Ｂ
Ｓ
放
送

の
「
ヒ
ロ
シ
の
ぼ
っ
ち
キ
ャ
ン
プ
」
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。

た
ま
た
ま
知
り
合
い
に
キ
ャ
ン
プ
に

詳
し
い
人
が
い
て
、
色
々
と
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
道
具
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。
冬
の
キ
ャ
ン
プ
は
寒
さ
対
策
が
最

重
要
と
考
え
、
冬
用
シ
ュ
ラ
フ
と
断
熱

シ
ー
ト
を
最
初
に
揃
え
ま
し
た
。
そ
の

他
テ
ン
ト
や
タ
ー
プ
と
い
っ
た
定
番
グ

ッ
ズ
は
あ
ま
り
に
も
種
類
が
多
く
、
最

近
の
傾
向
な
ど
分
か
ら
な
い
た
め
取
り

あ
え
ず
知
人
か
ら
借
り
、
イ
ス
や
テ
ー

ブ
ル
、
ラ
ン
タ
ン
、
焚
火
台
な
ど
は
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
用
に
揃
え
た
も
の
を
流

用
、
ひ
と
ま
ず
形
だ
け
整
え
ま
し
た
。

●
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
デ
ビ
ュ
ー

11
月
の
秩
父
地
方
は
か
な
り
寒
く
、

夜
は
氷
点
下
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
着
き
真
っ
先
に
や
る
事

は
、
何
故
か
火
を
起
こ
す
事
。
あ
る
程

度
炎
が
大
き
く
な
り
、
ひ
と
息
つ
い
て

か
ら
テ
ン
ト
や
タ
ー
プ
の
設
営
に
取
り

掛
か
り
ま
す
。慣
れ
て
い
な
い
せ
い
か
、

到
着
か
ら
３
時
間
余
り
が
経
過
し
て
よ

う
や
く
格
好
が
付
き
ま
し
た
。

着
い
た
時
点
で
は
疎
ら
で
し
た
が
、

夕
刻
近
く
に
な
る
と
周
囲
に
テ
ン
ト
が

立
ち
並
び
様
々
な
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
テ
ン
ト
一
つ
で
焚

火
を
眺
め
る
少
し
高
齢
の
方
、
二
人
連

れ
で
か
な
り
豪
華
な
テ
ン
ト
に
新
婚
生

活
を
持
ち
込
ん
で
い
る
夫
婦
、
男
性
二

人
で
各
々
別
の
テ
ン
ト
を
一
つ
の
区
画

に
立
て
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
×
２
の
人
、
大

人
数
の
家
族
連
れ
で
大
型
テ
ン
ト
二
つ

に
二
家
族
が
集
い
、
周
り
を
子
供
た
ち

が
走
り
ま
わ
る
幼
稚
園
キ
ャ
ン
プ
、
若

者
二
人
で
一
つ
の
テ
ン
ト
の
前
で
い
き

な
り
夕
食
開
始
の
女
性
陣
。
三
角
テ
ン

ト
、
軍
幕
テ
ン
ト
、
ま
る
い
ド
ー
ム
型

テ
ン
ト
、
芋
虫
の
様
に
長
い
ド
ー
ム
テ

ン
ト
と
様
々
で
す
。
各
々
の
区
画
を
ぐ

る
っ
と
回
り
、
ど
ん
な
装
備
を
使
っ
て

い
る
か
、
参
考
に
な
る
も
の
が
無
い
か

見
回
り
、
戻
っ
た
時
に
は
既
に
午
後
５

時
近
く
、
あ
た
り
は
夕
闇
、
そ
ろ
そ
ろ

夕
食
の
支
度
で
す
。

献
立
は
焼
き
鳥
と
鶏
鍋
、
お
酒
は
日

本
酒
で
す
。
基
本
的
に
調
理
の
必
要
は

無
く
、
焚
火
の
上
で
焼
き
鳥
を
焼
き
、

具
材
と
だ
し
を
鍋
に
放
り
込
み
煮
る
だ

け
、
難
し
い
の
が
炊
飯
で
す
。
ガ
ソ
リ

ン
バ
ー
ナ
で
炊
く
の
で
す
が
、
火
力
が

強
す
ぎ
て
周
り
が
焦
げ
焦
げ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
鍋
を
突
き
な
が
ら
、

熱
燗
と
焼
き
鳥
、
ベ
ー
コ
ン
の
ア
ヒ
ー

ジ
ョ
を
つ
ま
み
に
、
冬
の
夜
長
を
ダ
ウ

ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
身
を
包
み
な
が
ら
過

ご
し
ま
す
。
し
め
は
焦
げ
た
ご
飯
に
鍋

汁
を
入
れ
、
お
じ
や
兼
食
器
洗
浄
、
最

後
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
ふ
き
取
り
、

ソロキャンプの魅力

樋口　泰彦
Higuchi Yasuhiko

株式会社 フクダ 
取締役
医薬品等包装向けプロジェクト統括

やっと設営完了

キャンプ密集状態

昼食はカップラーメン

p18_19_エッセイ_146号_三_納.indd   18 2022/06/07   15:29



19 はかる　No.146

終
了
。就
寝
は
夜
10
時
頃（
少
し
早
い
）。

夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
き
た
の
で
す
が
、

と
て
も
汚
く
閉
口
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
場
選
定
の
優
先
順
位
は
ト
イ
レ
だ
な

と
痛
感
し
ま
し
た
。
夜
は
寝
袋
と
断
熱

シ
ー
ト
の
性
能
に
助
け
ら
れ
、
暖
か
く

熟
睡
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

●
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
で
の
出
来
事

11
月
の
デ
ビ
ュ
ー
後
、
12
月
、
４
月

と
計
３
回
の
キ
ャ
ン
プ
を
経
験
し
、
現

在
５
月
の
連
休
に
２
回
ほ
ど
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
２
回
目
、
３
回
目
は
、
材

木
屋
が
経
営
す
る
飯
能
地
域
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
薪
使
い
放
題
が
う
れ
し
い
キ
ャ

ン
プ
場
で
す
。

特
に
３
回
目
は
、
珍
し
く
隣
の
キ
ャ

ン
パ
ー
２
人
組
の
若
い
男
の
子
た
ち
と

仲
良
く
な
り
、
夜
遅
く
ま
で
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し
た
。
少
し
前

ま
で
見
知
ら
ぬ
同
士
が
数
分
後
に
は
乾

杯
を
し
な
が
ら
仕
事
の
事
や
趣
味
の

事
、
バ
イ
ク
の
話
や
音
楽
の
話
、
人
生

の
悩
み
事
ま
で
語
り
合
い
、
笑
っ
て
酒

を
飲
ん
で
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
今
ま

で
の
人
生
で
も
初
め
て
の
事
で
し
た
。

若
い
と
い
っ
て
も
30
代
後
半
、
恐
ら
く

会
社
の
中
で
も
そ
ろ
そ
ろ
責
任
あ
る
仕

事
を
任
さ
れ
、
少
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
な
が
ら
耐
え
て
い
る
と
い
う
姿
が

透
け
て
見
え
て
き
ま
す
。
私
も
そ
れ
な

り
に
仕
事
の
事
や
、
趣
味
の
話
な
ど
を

し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
３
人
の
共
通

の
趣
味
が
音
楽
で
あ
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。

一
人
は
ジ
ャ
ズ
ベ
ー
シ
ス
ト
、
一
人

は
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
、私
も
ギ
タ
ー
＋
歌
、

楽
曲
と
し
て
は
年
齢
の
差
か
ら
全
く
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
互
い
に
び
っ

く
り
し
意
気
投
合
、翌
朝
の
別
れ
際
に
、

再
会
し
た
時
に
は
一
緒
に
演
奏
す
る
事

を
誓
い
別
れ
ま
し
た
。後
日
談
で
す
が
、

バ
ン
ド
練
習
に
御
両
名
を
お
誘
い
し
ま

し
た
が
、
た
ま
た
ま
一
人
が
発
熱
し
体

調
不
良
で
再
会
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
無
か
っ

た
よ
う
で
す
）

●
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力

現
在
、
第
二
次
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
と

の
事
、
キ
ャ
ン
プ
人
口
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

第
一
次
は
、
１
９
９
０
年
代
、
丁
度

そ
の
こ
ろ
子
供
だ
っ
た
年
代
が
子
育
て

世
代
と
な
り
、
親
た
ち
が
教
え
た
キ
ャ

ン
プ
を
再
現
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
先
程
の
若
い
男
の
子
た
ち
は

ま
だ
独
身
の
よ
う
で
し
た
が
、
も
し
か

し
た
ら
そ
ん
な
、
時
代
を
超
え
た
影
響

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
自
身
、

何
故
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
の
か
と
自
問
し

て
も
、
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
強
い
て
い
う
な
ら
ば
、「
焚

火
の
炎
を
眺
め
て
い
る
の
が
好
き
だ
か

ら
」く
ら
い
し
か
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
。

持
参
し
た
書
物
を
読
む
わ
け
で
も
な

く
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
聴
く
わ
け
で
も
な

く
、
テ
ン
ト
設
営
と
食
事
以
外
は
、
た

だ
た
だ
焚
火
を
見
て
い
る
だ
け
で
す
。

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
は
、
特
に
周
囲
と
の
人

間
関
係
や
仕
事
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら

解
放
さ
れ
、
自
分
勝
手
で
贅
沢
な
時
間

を
実
現
出
来
ま
す
。
こ
ん
な
非
日
常
的

な
時
間
を
演
出
す
る
大
事
な
道
具
が
、

焚
火
と
い
う
「
焦
げ
臭
い
煙
と
揺
ら
め

く
炎
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
次
な
る
目
標

前
述
の
キ
ャ
ン
プ
は
全
て
車
に
荷
物

を
載
せ
て
移
動
す
る
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
次
な
る
目
標
は
、

こ
れ
を
自
転
車
に
切
り
替
え
、
最
低
限

の
装
備
で
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
事
で

す
。
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
キ
ャ
ン
プ
に

来
る
方
は
あ
る
程
度
お
り
ま
す
が
、
数

は
少
な
く
、
特
に
自
転
車
は
制
約
が
多

い
た
め
人
数
は
よ
り
少
な
く
な
り
ま

す
。
大
き
い
も
の
、
重
い
も
の
、
長
い

も
の
が
積
め
な
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
装

備
を
小
型
軽
量
化
し
、
最
低
限
の
状
態

で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
荷
物
の
小
型
化
と
積
載
方
法
の
工

夫
、
そ
れ
と
自
転
車
を
駆
動
す
る
体
力

が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
今
年
の

秋
ご
ろ
ま
で
に
は
挑
戦
し
よ
う
と
目
下

計
画
中
で
す
。

…
…
請
う
ご
期
待
か
な
？

二人の若者・左が私

荷物の小型軽量化が問題

焦げ臭い煙と揺らめく炎
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耐圧防爆形

ミスター省エネ 無線通信ユニット

耐圧防爆形 ミスター省エネ 無線通信ユニッ
トは、防爆構造を必要とする現場において、
汎用的な耐圧防爆機器との組み合わせによ
り、無線通信で現場データの収集を実現する
無線ソリューションです。無線子機は流量パ
ルス入力ノード、アナログ入力ノード、温度
入力ノード、ルーター（中継器）、Modbus/
RTU ノードの 5 種類をラインアップしてお
り、工場全体の無線化を推進します。

【特長】
・  防爆エリアで多様な現場情報をワイヤレス

で収集。
・  汎用的な耐圧防爆形フィールド機器を無線

化できる。
・  ノード内蔵電池から 2 線式計器に電源供給

が可能。
・様々な上位システムをカスタム構築可能。

株式会社オーバル
TEL.03-3360-5141　FAX.03-3365-8601
https://www.oval.co.jp

小型計量包装値付機 WM-AI VF

【新発売】青果物をメインにあらゆる商品の
包装作業に対応。大きさや形状の違う青果物・
ハードトレー・軟弱トレーの包装が可能です。
商品の形状を検知して商品に最適な強さで包
装するトルク包装機能にて、初心者でもかん
たん操作できれいな包装に対応します。4 バ
リエーション展開。
＜特徴＞
・包装性能： 青果物・ハードトレー・軟弱ト

レーに対応、安定した商品搬送
・操作性： ツインプリンタによるラベラー機

能、かんたんフィルム交換、動画
操作ガイダンス

・清掃性：各部ユニット取り外しで清掃可

株式会社イシダ
TEL.075-693-7102　FAX.075-693-7300
https://www.ishida.co.jp

近赤外水分計 KB-30

非破壊・非接触のインライン型近赤外水分計
製造ライン上をリアルタイムで水分測定
防水防塵保護等級 IP66 適合
無塗装で錆や塗膜剥がれのライン混入なし
食品や薬品、土木など幅広い分野で活用

測定方式：近赤外線反射式（フィルター分光）
測定距離：260mm ± 30mm（弊社の検定用
検量線適用時）
ア ナ ロ グ・ 外 部 出 力：4-20mA・RS-232C/
RS-485 インターフェース
使用温湿度範囲：5 〜 40℃、30 〜 80％ RH

（結露なきこと）
寸法・質量：268（W）×140（D）×306（H）mm、
7kg

株式会社ケツト科学研究所
TEL.03-3776-1111　FAX.03-3772-3001
https://www.kett.co.jp/

マイクロ（ミクロ）電子天びん（天秤）/ 分析天びん（天秤）

BA-T シリーズ /BA シリーズ

元素分析・質量分析などの前処理に。1µg 〜
の高精度計量
●  BA-T シリーズ：タッチパネル付きカラー

液晶表示
●  BA シリーズ：モノクロ液晶表示
● セパレート型構造
・ コンパクトな計量部は風の影響を受けにく

く、スペースを節約できます。
● 全モデル オードドア装備
・ 手を触れないで風防ドアの開閉が可能なの

で作業効率が大幅に向上
・ 開く幅を簡単に設定可能
● タッチパネル（BA-T シ

リーズ）操作

株式会社エー・アンド・デイ
TEL.03-5391-6135　FAX.03-5391-6129
https://www.aandd.co.jp

デジタルマスフロー
コントローラ形 F4Q

検出部に熱式微小流速センサを使用した気体

用マスフローコントローラです｡ ひとめで制

御状態が分かる大型 LED と､ 詳細に制御状

態が分かる液晶表示器を搭載など､ 現場での

使いやすさと性能を向上させました｡

○精度１％ S.P を広い流量域で実現

○ 0.3s の高速応答を広い流量域で実現

○低圧ガスでも制御できる低差圧構造

●使用温度範囲：－ 10 〜＋ 60℃

アズビル株式会社
TEL.0466-20-2143　FAX.03-5220-7270
https://www.azbil.com/jp/

データ配信サービス
「アイチクラウド（水道）」

アイチクラウドは、スマート水道メーターか
ら様々なデータをクラウドに集め、インター
ネット経由で提供するデータ配信サービスで
す。

■アイチクラウドでできること
・遠方から確認！自動検針＆異常の早期発見
・時間毎の詳細！見える化＆不使用お知らせ
・API 機能搭載！広がる使い方＆サービス

無線通信機能付き表示器（QA8D-NB）を使
えば、環境配慮設計で軽量化を実現した新型
電子式水道メーター（ER シリーズ）はもちろ
ん、すでに現場に設置されている既存の電子式
水道メーターも簡単にスマート化が可能です。

検針業務の効率化、合理化だけでなく、新
サービスの創出に繋がります。

愛知時計電機株式会社
TEL.052-661-5160　FAX.052-661-6418
https://www.aichitokei.co.jp/products/aichicloud/wateraichicloud/
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あ と が き

本会は５月 21 日で創立 70 年を迎えました。創立期は戦後の混乱期であったことから、計量器の部品調
達などに奔走したようです。また、同年の初代計量法制定にも合わせ、組織化されたようです。1970 年代
の高度成長期には、日本製品のPRや会員の海外進出を後押しするため、ドイツ・デュッセルドルフ、ブラ
ジル・サンパウロに海外事務所を開設したこともありました。
一般社団法人に移行後、約 10 年が経過し、会員も 140 社・９団体を抱える組織に成長し、市場開発、新
技術対応など多くの事業を活発に展開しています。
昨今、第４次産業革命と呼ばれるAI/IoT を活用した情報化社会への対応、デジタルトランスフォーメー
ション（DX）を活用したイノベーション創出が求められ、業界をあげてこれらの社会課題への対応を図る
こととしています。また、自然環境への対応では、SDGs への取り組みが大変重要な課題となってきました。
計工連事務局では、70 周年を機に、なお一層の組織強化を図るとともに、会員企業へのより細やかなサー
ビスの提供を実施してまいりたいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

INTERMEASURE 2022開催

HAKARUと創るサステナブルな未来

2022.9/14（水）　　9/16（金）

東京ビッグサイト 西ホール
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